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1．1ましがき

職後各都市の建築の復鋤鋤道にのるにつれ，養材の

節約，工法の簡易化などを目的とする薪形式の不燃建築

一ブロック造P鐵筋コソクリ戸ト組立構造，鐵筋コソ

クリe卜版構掩一が考案實施されるようになつt／　‘】こ

れらのものは震災の脛瞼を纏ていないので，その耐震度

については世論がまちまちであり，箕の耐震度を判定す

る方法の確立が要望されるに至つたq耐震繕造について

は早くから斯界の諸先輩によつて研究され，計銘法も竣

蓬しているが，未解決の問題も轍多く，この際耐震度を

判定する，實瞼酌理論晒研究を進める必要があり，昭和

23年9月建築學會内に耐震度試瞼委員會

が設立され，24年度から研究が開始され

た。この委員會の研究の一部と耐震試瞼法

の概略について紹介しようと思う。

　耐震度を判定する方法としては次のよう

なものが考えられるo

　　　　　　　　　　　●　（D艀的試晦法

　（2）動的試瞼法

　a．振動襲試瞼法

b．起振機試駿法

　c．地盤に振動を興える試瞼法

（3）模型賦瞼法

2．艀的試瞼

耐 度

小

　離的試瞼法は建物を静的に横から引張つ

て行う試瞼法であつて，地震に際して受け

ると考えられる横力を實際に負荷して，建

物各部の覆み，鍵形，損優の程度を調査す

生　蚕　研　究

試　験

野 薫

に日本建築規格1302「木造學校建物」（都立千歳女高）

に封する試験に用い（b）圖は昭和25年3月全國各地に

建ちつつある壁式アパートの112膜型を建築研究所で賓

験した方法である。

第2圖は木ik學校のas！’rttxwal：s・1－）一る荷重階饗位曲線

の代表的．2／なも．のである。　荷重階は設計荷重に封する

積力の比であり，設計荷重のO－9倍のところで墜位の念

墳する鮎が現われている。このように礎位が急増すると

それ以後の耐力は期待できないが1この場含は主として．

基嚢コソクリートの割れと筋逗端部のめり込みのためで

あつて，こρ紮を注意して設計するi腰があることが明

らかになつた、，
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るものである。静的水卒力と地震に遭遇しtc場合に建物

が受ける地震力とは異るものであることはもちろんであ

るが，現在建築物の捲造設計をする場合には，構造物の

重量に震度（地震の加速度と重力加速度との比）を乗じ

て得る力を受けtcものとして計算するので，静的試験は

設計と同じ感力状態を實現するものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨
　この静的試瞼法によれば，設計計算の要當性を槍し，

建物の有する弱鮎を獲見し，その張度，剛性などを知る

ことができるという意昧で耐震度判定の一つの目的を達

することができる。加力の形一惣こは第1画に承すような

方法が考えられる。⊂］）第ユ園（a）ぱ昭和24年5～6月

tC）

荷

階

第　1　圖

〔d）

｝戸→幽隻位伽πし）

　　　　　第　2　圖
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醗騨鱗嫁レ諭臨ζ’　　∵1ぐ”L…　…▽盛！璽
：1∴ド紬褻にょ鞭　　　’、　灘箋欝綴鑑灘購Σ妄乞
；・”　’ @この試齢蜘建築物を振鰹に乗せて振動を起して　第である。　　　　，　　，，　〆’
甑　破熱，膿動腱築物のmuカと嚇係棚らかにし，　第咽雌者の鰍室にある模猟翻の振eeの略

爵綴騰寿1識留議編畢難駅勲後述するよう嚇よる振轍行つて、

笹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．起振機による蟹験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　實物建築物を振動璽に乗せて振勲さすことができなけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．れば，地震による振動とは違つても實際の建築物をせめ

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て地震と同じ位の震度を輿え得るようにゆすぶつて見た　｛

　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。これができれば耐震度をつかむことができようとい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うのがこの試験法のねらいである。起振器とは第6圖に

　　　　　一蕗3圓…賑蠣麹大裟a・×9．6・m・　示すように帖鋤ま籾囎轍るア”Aの蝋の鑑〆
　　　　　　論灘ね・厚15mm，長さ2500　mm｛　38　Pt　　　　　　　　　Wによつて水磁心
　　　　　　　B蔓巻ぼね：300kg｝伸450　mm，36個’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力Fを起す亀のでゲ

　　　　の大型蜜物振動蚕はまだ實現しないが，同型の10tαuの　　　　　　　　　　　　　　　　これを建築物の一織に

．、　igのは現在京大にあり，これによつてz枠コソ遡一　　　　　　　　固定しておけば，建築
　　　　　　　　　ノ　　　　、トラ・・一’メy（Z型のコソクリF’トプrcッあを型粋代りに　　　　　　　　　　　　　　　　　物まこの強制力をうけ
　t　ハが

　x　　　して内部に配筋してコソクリートを漿充する工法）を實　　　　　　　　　　　　　　　　　て振動するものであ　、1

　　　　、　；1eeされ，破壌的大地簾の加速度O・4の羨動試融によく耐　　　　　　第6圖、起振機原理　　　る6昭和24、年建築研’．

　　　　Jえfeととを報告し℃おられる。（3）第4圖は東京工大谷口　’　疵所竹山，φ川；木杓委員等め努力によつて製作された　1

　　　　患獺が鰹され・纏施されてい獲物振聡の醐　49鱗籔灘W－3・Ok即一・瓶鰍勘・5ゆ一＋
　　　　である。これ喝ま　　　　　　　　　　　　　　　　　’モ・一　“e　・－10HP全備重量1．5　tonという大型の庵ので，・l
　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　　　梶實物試瞼をする　　　　　　　　　　　’　　　　　　ある。（口繕2頁滲照）　　・　　　　　　　　　　　r

　　　　・e・．いtcらず・紛　　　　　・パ　　この謙機を用・唯試騨昨年磯PAS虹N離
　　　　蹴ものを講し　　　　繍　゜（淺嫡一職計コソクリ暦ブ勘殖）に凱て・晦、
　　　　て，地震による振　　　　　　　　　　t　　　　’　　年3～6月に建築研究所で壁式アパ”ト1／2模型についに

　　　　動破壊の機構iec？．一一．一　　　第一4圖一　『　　　　　　　て行われた。　PASKIN欝逡で得られた震度は第1表に

　　　　騨て硫究しておられるa以上のように實物振動蓬は今の　　　示すような大きさで，相當大きな韓震に相當する振動が

　　　　　　　　　一e　　　E－Y－　　　・　得られナ・．ゆ講で鍾量講渤の振動では靭キゾ・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンが非常猷きいことが認められ・・’Sつ圃エネルギー気

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の地下逸散が大きく建築物の減蓑に作用していることが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　震研金井清博士によつコ：測定されナこo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表PASKIN灘に與えだ震度（4）　∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　搬《趾㈱1礁（實測）騰（推定）戯儂測）
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　　さてこの試鹸で残る疑聞は地震による振動と灘に，

　　よる振動との間の盤異についてであるが，ζの問題嬬東　’1’

　大，武藤溝　梅村魁爾縛士にょつて，理論的に解甥され∴

　，た。（5）例えば地翼による震度6振動型は第7圖（・）のよ一　1．．

　うな形であり，起振機を一織においた場合の震度1の擬　1
，F ｮ型は第7圖（b）のようである。從つて一次振動と共擬．14

　の場合を試験すると一実振動型が彊く作用するので起振二。，

、　　　　　’　　　　，　　　　　　、～　　㌧
　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　ny　t“
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器の加力をL7010．73＝1．60倍にして與えてやれば（a）の

場合とほとんど鍵りない振動になるという原理を用いれ

ばよいo

　　　　ノ次　　　　　　　　2次

t

（al

第　7　園

5．　地聲1二鼓勤を異える馨綴

プ・

　1次　2次
（b，

　この方法は麟すれば最もよい方法であるが，地盤に

大地震に圧敵するような振動を起すには非常に大きなZ
ネル．Mー’h；必翼で，早大の竹内，鈴木委員等によつて，

重錘の落下や爆藥によつて微振動試験による建築物の性

駄試験が行われた程度である。

6．模型による賦臓

　この試験は建築物の模型を振動峯によつて試強し，．耐

震度を到定しようとするも’のであつて，筆者の研究室で

旙當しているものである。建築物の鰍震現象には複雑な

要素が歎多く混入し，これを相似則に從つtc模型におき

喚えることは，なかなか困難である。しかしながら各研

鱗によつて許容されるいくつかの慢定を設けて，で

きるだけ實際に近い現象を模型で實現することは或程度

可能である。殊に模型賦瞼の長所は實物試験に比較して’

緻多くの試験をいろいろな角度から，比較的低廉に試蝕

でき，實物試験の不可能な大建築物迄行い得るとζうに

あろう。

　無険載の建築物の模型と實際建築物の間の相似則は次

のようである。

σ’@　σ　　　1’pt＿tp
嘘『　一五一，　『万「一宏一，

il＿＿＿1＿　　tt：’　t2
　　　　　　　”　　　t　，t’　　J　，

生　産観　究

　ここにσ；材料強度，E；ヤソグ牽，’；長さ，ρ；比重　　＼

S；張制振動の振幅，t；強制振動の周期，を表わし，ダ

ッジユは模型に闇するものを表わず。

　例えば8fi，＝10の時，無筋コソク1？一ト造の槙型では

1：5モルタル水量100％のものを用いれば，

　　　　　　σノa’＝EIE’＝10，　Pノ〆＝1

となり

　　　　　　t’＝0．3【》0．5seCt　s’二〇．5ev15㎝

程度の振勤を異えて實験すればよい。第8岡は槙型を振

動墨上で破壌させた例であり，この窩鍵のようなマッシ

　　　　　　　　　第　8　圏

プな建築物では地震の茄速度が，水李力を加えた時の張

度と略等しい時に破嬢することが明らかになつ島

　1．む　す　び

　耐震度試瞼は未だその端緒ができt　“rかりであり，確

固とした試験法に確立されていない。そo上筆者の菲才

も加わつて本交はは加まだまずい海話になつてしまつtc

が・今後各研究者の努力によつ筆糊｝こ耐震の本質がわ

かり丁近い將來耐震度試験法が確立されることを確信し

て筆をおく。　　　　　　　　　卜

　（なお本文中に耐震度試験委員各位の貴重なデータを

　借用しtcことのお許しを乞う次第である）
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　☆表　紙　論　明☆

歪計（Extenso皿etef）

　歪を正確に測定する装置

で，種々の型ぶあるが，こ
れは　Okhuinen，s　型と旨、わ

れるもので土っの烈形間の

歪を挺子の理を巧みに慮用

して1000倍に擁大して談
む．ことができるo

　　　　　　　　　　一
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